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平
成　

年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

３０

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は　
１０

月　

日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

１５
ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、　

月
定
例
会

１２

初
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
そ
の

後
採
決
す
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
総
額
６
百　

億
１
千　

万
９

６３

４８

千
円
、
歳
出
総
額
６
百　

億
１
千
５

４３

百　

万
２
千
円
、
実
質
収
支　

億
８

１８

１９

千
７
百　
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

２７

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定

資
産
税
が
増
と
な
り
、
２
年
連
続
し

て
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
、
老
朽
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
更
新
、
認
可
保
育
園
の

施
設
整
備
費
の
補
助
、
立
川
市
と
の

図
書
館
の
相
互
利
用
の
開
始
、
都
市

計
画
道
路
の
整
備
、
市
民
窓
口
サ
ー

ビ
ス
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
、
小
平

市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
種
財
政
指
標
の
一
部
に
改
善
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
民
生
費
を
中

心
と
し
た
歳
出
の
増
加
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
６
千
４
百　

万

７３

８２

８
千
円
、
歳
出
総
額
百　

億
５
百　

７２

２３

万
４
千
円
、
実
質
収
支
は
１
億
５
千

９
百　

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

５９

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
度
に
比
べ
２
・
５
％
の
増
と
な

り
、
一
般
会
計
繰
入
金
は　

億
８
千

２１

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年

度
に
比
べ
１
・
８
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　

億
３
千
２
百　

万
３

４２

９２

千
円
、
歳
出
総
額　

億
５
百　

万
３

４２

９６

千
円
、
実
質
収
支
は
２
千
６
百　

万
９６

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
保
険
料
が
３
・
７
％

の
増
、
歳
出
で
は
、
広
域
連
合
納
付

金
が
３
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

小
平
市
の
対
象
者
は
２
万
２
千
６
百

　

人
で
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

２６【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
７
百　

万
８
千

２９

７３

円
、
歳
出
総
額
百　

億
６
千
５
百　

２６

５０

万
３
千
円
、
実
質
収
支
は
２
億
４
千

２
百　

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

２３

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
等
の
増

に
よ
り
１
・
８
％
の
増
、
歳
出
で
は
、

保
険
給
付
費
の
増
等
に
よ
り
１
・
０

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
数
は
１
・
４
％

の
増
、
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
者

数
は
４
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　

億
３
千　

万
円
、
歳

３８

４７

出
総
額　

億
９
千　

万
１
千
円
、
実

３３

１９

質
収
支
は
４
億
４
千　

万
８
千
円
と

２７

な
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
平
成　

年
３１

４
月
１
日
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
、
３
月　

日
で
出
納
を
打
ち
切

３１

り
ま
し
た
。
歳
入
は　

・
３
％
減
、

１１

歳
出
は　
・
０
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

１８

 　
　

◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
小
野　

高
一　

○
中
江　

美
和

　
　

伊
藤　
　

央　
　

川
里　

富
美

　
　

き
せ
恵
美
子　
　

鈴
木
だ
い
ち

　
　

竹
井
よ
う
こ　
　

津
本　

裕
子

　
　

橋
本　

孝
二　
　

福
室　

英
俊

　
　

松
岡
あ
つ
し　
　

水
口
か
ず
え

　
　

山
﨑
と
も
子　
　

幸
田　

昌
之

■
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
山
岸
真
知
子　

○
小
林　

洋
子

　
　

虻
川　
　

浩　
　

さ
と
う
悦
子

　
　

佐
藤　
　

徹　
　

鈴
木　

洋
一

　
　

橋
本　

久
雄　
　

比
留
間
洋
一

　
　

細
谷　
　

正　
　

安
竹　

洋
平

　
　

山
浦
ま
ゆ
み　
　

山
田　

大
輔

　
　
吉
本
ゆ
う
す
け

平成３０年度決算

特別委員会を
設置

（市長提案の説明要旨）

議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

 　

本
補
正
予
算
は
、
平
成　

年
度
の

３０

決
算
を
も
と
に
、
繰
越
金
の
整
理
等

を
行
い
、
こ
れ
に
伴
い
確
保
さ
れ
る

財
源
を
活
用
し
、
市
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
な

ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
基
金
積
立
金

を
増
額
し
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
令
和
２

年
度
に
新
規
開
設
す
る
私
立
保
育
園

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
園
の
建
築
補
助
を
行
う
ほ
か
、
従

来
型
の
幼
稚
園
や
認
可
外
保
育
施
設

等
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
施
設
等
利
用
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
、
用
水
路
及

び
道
路
な
ど
の
維
持
管
理
費
を
増
額

す
る
ほ
か
、
駅
前
公
衆
喫
煙
所
４
か

所
の
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成　

年
度
の
都
市

３０

計
画
税
の
余
剰
分
を
都
市
計
画
事
業

基
金
に
積
み
立
て
る
と
と
も
に
、
繰

越
金
の
増
に
伴
い
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
額
を
増
額
し
ま
す
が
、
歳
入

に
お
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
増
額
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
と
し
て
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
６
千
百　

万

１９

１１

９
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６
百　
８５

億
１
千　

万
円
と
し
ま
す
。

１１

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
事
業
の
実

施
に
伴
い
、
国
、
都
支
出
金
及
び
地

方
債
を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
繰
越

金
、
普
通
交
付
税
及
び
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
ま
す
。

 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

古
川　

正
之
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
任

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

丸
山　

憲
子
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

福
井　

知
子
氏

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
を
次
の
と
お
り

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

石
川　

貞
子
氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

可
決
ま
た
は
同
意
し
た

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民生ネ共産一人フォ公明政和

議決結果件名番号区
分

水
口
か
ず
え

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

中
江　

美
和

伊
藤　
　

央

吉
本
ゆ
う
す
け

川
里　

富
美

竹
井
よ
う
こ

小
林　

洋
子

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

山
田　

大
輔

福
室　

英
俊

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

磯
山　
　

亮

松
岡
あ
つ
し

小
野　

高
一

０２５○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○退○○
※
 
議
長

○○原案可決選択的夫婦別姓制度について十分な国会審
議を求める意見書提出について第８号

議
員
提
出

議　
　

案

３２３○○○○×××○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○原案可決
小平市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例

第４１号
市
長
提
出

議　
　

案

　　　　　　○：賛成　　×：反対　　退：退場　　－：欠席 ※議長は表決に加わりません。
全会一致で議決した議案等　※１　※２

議決結果件名番号議決結果件名番号区分

原案可決東京都心身障害者福祉手当に関する条例において精神障
害者を適用対象とすることを求める意見書提出について第１１号原案可決小平市第四次長期総合計画基本構想特別委員会の設置

について第５号議員提出議案

原案可決小平市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例第３７号同　　意小平市教育委員会教育長の任命につき同意を求めるこ

とについて第２６号

市長提出議案

原案可決小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第３８号同　　意小平市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて第２７号

原案可決小平市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例第３９号同　　意小平市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意

を求めることについて第２８号

原案可決小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例等の一
部を改正する条例第４０号同　　意人権擁護委員候補者の推薦について第２９号

原案可決小平市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関す
る条例の一部を改正する条例第４２号原案可決令和元年度小平市一般会計補正予算（第２号）第３０号

原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改
正する条例第４３号原案可決令和元年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）第３１号

原案可決小平市消防団に関する条例の一部を改正する条例第４４号原案可決令和元年度小平市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）第３２号

原案可決小平市立小平第十二小学校増築工事（建築工事）請負
契約の締結について第４５号原案可決令和元年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）第３３号

原案可決市道路線の認定について第４６〜５０号原案可決令和元年度小平市下水道事業会計補正予算（第１号）第３４号

原案可決市道路線の廃止について第５１号原案可決地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例第３５号

原案可決小平市印鑑条例の一部を改正する条例第３６号

採　　択
東京都に対し東京都心身障害者福祉手当に関する条例
において精神障害者を適用対象とすることを求める意
見書の提出について

第１号請　　　　願

※１　議長は表決に加わりません。
※２　佐藤 徹議員は欠席のため表決に加わっていません。

9月定例会
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（７）　 　　公明：市議会公明党（６）　 　　フォ：フォーラム小平（４）　 　　一人：一人会派の会（４）　 　　共産：日本共産党小平市議団（３）
生ネ：生活者ネットワーク（３）　 　　　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）


